
ひまわり＆ＷＶＩ・システムトレード・オープン
ケイマン籍オープンエンド型公募契約型公社債外国投資信託（追加型）

＜ファンドの特色＞
当ファンドは、円建社債への投資を通じて、株価指数先物（日経225先物・TOPIX先物）とFX（米ド
ル/円・ユーロ/米ドル）を投資対象として自動売買システムによる運用を行うことにより中長期的
な元本の成長を目指します。

販売用資料

ファンド概要
作成基準日
2010年8月16日現在

管理会社
アイガー・マネジメント・リミテッド

設定日
2010年8月2日

お申込手数料
3.15％（税抜き3.00％）を上限と
して販売会社が定める料率

申込・換金のお申込単位
10口以上1口単位

申込・換金の取扱い
原則として毎月1回

評価日
毎月15日（営業日でない場合は
翌営業日）

決算日
毎年7月末

分配金
ありません

信託財産留保額
ありません

基準価額と純資産総額の推移（設定来：月次）

基準価額と純資産総額

　　　　　　　　　　8/2　　　　　　　　　8/16　　　　　　　　前月比
基準価額*　　　10,000円　　　　　　9,798円　　　　　　▲2.02％
純資産総額　　140,570,000円　　137,736,307円　　 ▲2.02％

※1口当たりの基準価額です。

運用コメント（8/2～8/16）

運用スタート後の数日間であったが、一時的に大幅な買い越し基調に転じた「外国証券寄付前成行注文」状況が、8月中旬からは一転して
「売り越し」に転じていた。8月11日、12日と2日続けて株式市場の日中ボラティリティは上昇し、日経225先物は、短期的に600円程度の下落
となった。ただし、株価指数先物システムは予想したリターンをあげることができなかった。また、為替市場は短期的にユーロドルに下落ト
レンドが出たものの、ドル円に大きな動きがなく、運用成績はほぼ横ばい状態だった。
トータルでの運用成績は、株価指数先物システムがややマイナス、一方、FXシステムの方がややプラス、トータルではほぼ横ばいの状態
であった。

巻末の「当資料をご利用に当たっての注意事項」を必ずご覧下さい。

2010年8月16日現在

相場概況（8/2～8/16）

[先物市場]
4－6月期決算が相場を下支えするとの市場認識が、米個人消費減速リスク等から日米金融策動向を見極めたいとのムードに一転した。
8/11（水）に日銀の追加金融緩和策見送りが「動けない日本」を露呈した結果となり、急激な為替変動で1ドル＝84円台を突破、輸出関連を
きっかけに国内企業業績下振れ懸念も台頭。介入期待感で落ち着く場面もあったが、予想を下回る4－6月期GDPの発表もあり年初来安
値を更新する軟調な展開となった。

[FX市場]
前半と後半で様相が異なる展開となった。前半はドルが弱含み。米国経済に市場の関心が集まる中、6日に発表された米国の7月雇用統
計で、非農業部門雇用者数の減少が事前予想を大きく上回り、米国経済の先行き懸念が強まった。さらに、FRB（米連邦準備制度理事会）
は10日の金融政策を決定するFOMC（連邦公開市場委員会）で、追加金融緩和を決定するとの思惑も浮上。これらの要因がドルを圧迫し
た。
後半はユーロ売り・ドル買い・円買いの展開。アイルランド政府がアングロ・アイリッシュ・バンクに対し最大100億ユーロの追加支援を決め
た事で、同国の財政赤字が更に拡大するとの懸念がユーロを圧迫する一方、ドルと円は米国経済の先行き懸念から日米欧で株安が進
行、そのことがリスク回避姿勢を強め、安全資産とされるドルと円を支援した。

[ＦＸ・株価指数先物の資金配分比率]

資金配分比率は純資産総額に対する評価額の割合で、小
数点以下第2位を四捨五入して表示しています。
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ファンドの主なリスク（お申込の際は、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。）

●市場リスク
当ファンドはリスクを含む投資商品であり、その運用実績は市場環境等により変動します。買戻価格および早期・強制償還価格は購入時の純資産価値を
下回る場合があります。

●信用リスク
先物および先渡契約を含むデリバティブの契約は通常、H&W System Trade Inc.（以下「H&W社」といいます。）とブローカーとの間で交わされます。このた
め、H&W社はブローカーが支払い不能状況や、同様の状況に陥ることに伴うリスクがあります。これにはH&W社がブローカーに差し入れる証拠金も含まれ
ます。当ファンドはブローカーの債務不履行リスクを負います。

●流動性リスク
当ファンドは、H&W社を通じて、変動が激しく、また流動性がなくなることのある市場に投資する場合があるため、市場の動向に対してポジションを清算する
ことが不可能になり、あるいはそのためのコストが発生する場合があります。
当ファンドは毎営業日買戻ができるファンドではありません。買戻のお申込は月に一回しかできません。

●先物および先渡契約を含むデリバティブに関連する投資リスクおよび取引リスク
先物および先渡契約を含むデリバティブ商品の取引は、一定の特別かつ重大なリスクを伴い、H&W社を高い損失リスクにさらすことがあります。かかる商
品の取引の主要なリスクは、時価のボラティリティおよびレバレッジです。

●自動取引システムに関するリスク
H&W社が利用する自動売買システムおよびH&W社が依拠する取引ソフトウェアは、人手の介入が限定的であり、システム故障のリスクならびに停電、コン
ピューター・ハッカー、地震およびその他の天災ならびにその他の不測の事態によりH&W社がその資産を取引することができなくなることがあるリスク、ま
た、自動取引システムにより維持されるデータの異常、損失または自動取引システムによるデータの受領の遅延により当ファンドが損失を被るリスクを有し
ます。ウエストビレッジキャピタル株式会社とひまわり証券株式会社との間で締結されたライセンス契約は、ウエストビレッジキャピタル株式会社の選択によ
り終了することがあり、かかる場合、ひまわり証券株式会社とH&W社との間で締結されたサブ・ライセンス契約が終了し、ひいては当ファンドが終了すること
になります。

●償還のリスク
当ファンドの純資産総額が20億円を下回った場合、その他目論見書に規定されている事由が発生した場合には、ファンドを早期償還する場合があり、償還
時の純資産価額は投資時の価格を下回る場合があります。

●税務・会計リスク
当ファンドを購入した当時の税務・会計処理方法に関して、新たな解釈、法令などの改正が行われる可能性があります。

［当ファンドに関するリスク］
当ファンドへの投資は、主に以下のリスクを伴います。これらは主なリスクであり、以下に限定されるものではありません。リスクの詳細については投資信
託説明書（交付目論見書）にてご確認ください。

お申込メモ（お申込の際は、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。）

手数料等の概要（詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。）

*これらは、運用状況等により変動するものであり、事前に掛率、上限等を記載することができません。

*当ファンドの投資方針の変更や税制等の変更や将来における税務当局の判断により、税金の取扱いが変更になる可能性があります。

巻末の「当資料をご利用に当たっての注意事項」を必ずご覧下さい。

申込手数料：当該評価日の一口当たりの純資産価格に3.15％（税抜き3.00％）を上限として
　　　　　　　　 販売会社が決定する率を乗じて得た額
解約手数料：ありません
信託報酬：管理会社報酬：純資産総額に対して年率上限2.0％（最低報酬額：年間14,400,000円）
　　　　　　　受託会社報酬：純資産総額に対して年率上限0.10％（最低報酬額：年間84,000米ドル）
　　　　　　　代行協会員報酬：純資産総額に対して、初年度は年率0.24％、2年目以降は0.30％
　　　　　　　販売会社報酬：純資産総額に対して、初年度は年率0.48％、2年目以降は0.60％
　　　　　　　ブローカー報酬：純資産総額に対して、初年度は年率0.96％、2年目以降は1.20％
　　　　　　　投資顧問報酬：純資産総額に対して、初会計年度は年率0.80％、2年目以降は1.00％
　　　　　　　投資顧問成功報酬：20％（ハイウォーターマーク方式）
その他費用等：H&W社のその他取引費用、監査報酬、弁護士費用、広告費用、印刷費用等の事務管理費用および設立費用等

課税関係：当ファンドは現行の投資方針および税法上、公募契約型公社債外国投資信託として取り扱われます。

　　信託設定日 　　　　　　2010年8月2日（月）
　　 信託期間 　　　　　　　2010年8月2日（月）～2020年8月12日
　お申込/ご換金　　　　　 10口以上1口単位
 　　　　　　　　　　　　　　　 お申込/換金価格は、当該評価日の一口当たり純資産価格
 　　　　　　　　　　　　　　　 ※当初価格は1口当たり1万円
　 お申込期間 　　　　　　 継続募集期間：2010年8月2日～2011年4月28日
　　　評価日 　　　　　　　　原則、毎月15日（営業日でない場合は翌営業日）
　　　営業日 　　　　　　　　東京、香港およびケイマンにおける銀行営業日



ひまわり証券株式会社
関東財務局長（金商）第150号（金融商品取引業）
加入協会：社団法人金融先物取引業協会・日本証券業協会

アイガー・マネジメント・リミテッド
マッターホルン・ファンズ・リミテッド受託会社

管理会社

電話番号：0120-86-9686（08：00～18：00　土日祝日を除く）

保管会社/管理事務代行会社 メイプルズ・ファイナンス・リミテッド

代行協会員/投資顧問/H&W社
のブローカー/日本における販 ひまわり証券株式会社

売会社

ファンドに関するお問い合わせ

関係法人

当資料をご利用に当たっての注意事項

　本資料は、アイガー・マネジメント・リミテッドが商品案内等に関する情報の提供を目的として作成したものであり、投
資信託の加入を目的としたものではありません。
本資料に含まれる情報は、アイガー・マネジメント・リミテッドが各種の情報源から取得したものですが、その情報の正
確性および完全性について表明または保証するものではありません。また、本資料に記載された意見等は、本資料作
成時におけるアイガー・マネジメント・リミテッドの見解であり、今後予告または通知なく変更されることがあります。
本資料を使用することにより生じる直接または間接のいかなる種類の損失に対しても、アイガー・マネジメント・リミテッ
ドおよびその関連会社ならびに関連会社の役職員（本資料の作成または発行に関わった者を含みます。）は責任を負
いかねます。投資の決定や判断は、投資信託説明書（目論見書）を必ずご確認の上、お客様ご自身でなさるようにお
願いします。
本資料は、日本国居住者でありかつ関連する法令等により投資信託等有価証券にかかるお取引が制限されていない
お客様のみを対象としております。
本資料の著作権はアイガー・マネジメント・リミテッドに帰属しております。アイガー・マネジメント・リミテッドの事前の書
面による許可なく本資料を複製、転用することは、形態の如何を問わず禁じられています。


